（川原田　質問）

４．国道２号線の渋滞対策について

国道２号線の垂水～須磨間は、朝・夕、慢性的な渋滞が起きており、利用台数と車線数から現在避けられない状況である。

４車線化はベストであるものの、緊急対策として１３年度から国土交通省が３車線化に乗り出し、福田川より以東７００m間のみ３車線化が実施され、旅行時間が１分間短縮され、９km/hの旅行速度上昇という、結果がでている。

今後、それより更に以東、須磨西まで３車線化が進められるということであるが、その計画の詳細内容と予定年度がわかれば聞きたい。

また、本来４車線化がベストだが用地買収との絡みもあり出来ないと聞いているが、平成１３年度に国土交通省がＪＡＦの会員に対して、３千人強からアンケートを取っていて、歩道が少し狭くなっても３車線化をして渋滞対策をすべきという前向きな回答が８３％もあり、市民の期待も大きく、３車線化の現実的な対策について聞きたい。

さらに全国の自治体で実施されているリバーシブルレーンの検討をお願いしたい。また、リバーシブルレーンを実行した場合には安全対策等でも問題が起きると思われるが、これらについても現状を聞きたい。

（神戸市回答　建設局）

国道２号の渋滞対策について特に須磨から垂水の間については、平日の朝夕に、塩屋駅西側の交差点や福田川交差点、商大筋交差点などで渋滞が発生している。国道２号の渋滞については、神戸市としても非常に重要な問題であると認識しており、以前から、国土交通省兵庫国道事務所が行っている検討会に参加して、色々な検討を進めている。この検討会では、抜本的な対策として、神戸西バイパス等の広域幹線道路ネットワークの整備に加えて、現在の２車線を４車線に拡幅する必要があると考えている。　

しかしながら４車線化事業は、用地買収等で長期間を要するため、現在、国土交通省では、早期に渋滞緩和が期待できる対策として、現在の２車線を３車線に拡幅する事業に取り組んでいる。

平成13年度には、福田川交差点から下水処理場前交差点までの区間、約700ｍについて、東行き２車線､西行き１車線の合計３車線に拡幅する改良工事を実施した。それより以東の、下水処理場前交差点から須磨浦公園駅付近までの区間、約2.8ｋｍについても、道路と鉄道の間の遊休地を利用したり、現在の道路敷地を有効に利用するといった方向で、検討が進められている。現在は、地下埋設物の移設協議や、ＪＲとの交差部の施工協議等を行っている段階であり、完成時期については、明確に言える段階ではないと聞いているが、出来るだけ早期で実施するよう申し出ているところである。

３車線化のリバーシブルレーンについては、３車線の道路を、東行き西行きどちらを２車線にするのかということで１つの案として考えられる。特に朝夕のラッシュ時に、中央の車線の通行方向を変更して、交通量の多い方に車線を増やし、限られた道路空間を効率的に使う方法であり、例えば沖縄の那覇や金沢等で実施されていて、この区間においても適用は可能かと思うが問題点としては、いくつかの課題がある。

例えば、中央の同じ車線が、時間帯によって通行方向が逆になるために、交通が混乱し、事故につながる可能性があること。また、初めて通るドライバーにとっては、間違えやすく正面衝突といった重大事故になりかねない等の問題がある。　

国道２号での適用については、公安委員会から色々な課題があると意見を頂いている。これらのことから、今後どのようにするのが良いのか、十分に検討していくと聞いており、我々も見守っていきたいと考えている。

神戸市としても国道２号の渋滞対策は､非常に重要であると考えており､今後とも兵庫国道事務所に対して、まずは３車線化事業を重点的に促進するよう要望していきたい。また、国道２号の４車線化の早期計画策定や、神戸西バイパス等の広域幹線道路ネットワークの早期整備についても、国土交通省をはじめ関係諸機関に対して、引き続き強く要望していきたい。

